	　　実技課題　実施要領
訓練科題名　「炭酸ガスアーク溶接によるＪＩＳ溶接技能者評価試験用治具製作」　


下記の事項に留意し訓練課題を製作させ、能力評価を行う。
1． 試験時間

標準時間　　　３００分
最終終了時間　　３３０分

2． 支給材料（全てＳＳ４００相当品）
部品①　ｔ１９×１３０×７０　１枚

部品②　ｔ９×１０５×６５　　２枚

部品③　ｔ９×２６５×６５　　２枚

部品④　ｔ９×１１０×６５　　２枚
3． 実技課題実施手順

（１）　「実技課題」を含む資料を配布し、表紙に記載してある時間、配布資料を確認する。

（２）　課題概要、仕様、留意事項等を説明し、確認する。

（３）　作業工程計画書を作成させる。

（４）　加工作業を開始させる。
（５）　製作工程途中における評価を実施させる。
（６）　作業終了後は、実技課題の表紙に記載してある物を提出させる。

（７）　最終終了時間で全ての作業を終了とし、そこまでの評価を行わせる。
4． 作業工程計画書の作成について
（1） 別添の「作業工程計画表」を配布し、計画表を作成させる。

（2） 作成時間は３０分とし、打ち切る。

（3） 未完成の者には作成例を提示し、次の作業に進ませる。

（4） 作成が終了したものから加工作業を行わせてよい。

5． 製作工程途中における検査について
（１）　①各部品加工の終了後、②仮付後、③課題完成後において別添の「チェックシート」を用い訓練生自身に評価を行わせる。なお、この評価している時間は作業時間に含むものとする。
（２）　測定方法等の詳細は別紙に挙げる評価要領を参考とする。

（３）　評価後は訓練課題確認シートに得点を記載させること。

　
6． その他
（1） 支給材料が規定の寸法の範囲内のものか確認させること。寸法が違っているものや著しい損傷が見られるものは事前に確認し、交換又は採点時に考慮する。
（2） 支給材は＋１～２ｍｍ長めに切断したものを支給すること。

（3） 支給材の切断は帯のこ盤か高速砥石切断機等の比較的切断面の直角が出ているものの方が好ましい。シャーリングでの切断はダレが大きく、それを取り除く加工時間が多くなりすぎる。また、そのままでは組立の精度が悪くなる。

（4） 支給材の部品②～④における６５ｍｍ幅は、各施設において入手しやすい寸法（５０ｍｍ程度）でもかまわない。

（5） 課題図は縮尺の関係上Ａ３で配付した方がよい。

（6） 標準時間を超過した場合は減点となる。また作業が終了していなくても打切り時間で提出させ、そこまでの採点とする。その後、完成までのフォローアップを行ってもよい。
（7） 休憩時間は全体の作業を中断させ作業時間から除くかたちで適宜設けてもよい。また、個人ごとに休憩する場合は作業時間内に含むかたち、あるいは個人ごとに時間の管理が可能であれば作業時間から除くかたちで設けてもよい。
（8） 基本的に待ち時間が発生しないように、作業時間内で効率的な作業を行うことが評価に含まれるが、施設の機器整備状況によって難しい場合は、指導員の判断と管理の下、作業時間から除く待ち時間を設けてもよい。
（9） 課題提出後の追加工は認めないこと。
（10） 各工程での著しいミス等によって課題図の形状に仕上げられなくなった場合は、指導員のアドバイスにより課題図とは異なる形状に加工させたり、材料の再支給等を行い、作業を継続させる。この場合、その項目での採点は０点とする。
（11） 安全作業に関しては作業中に指導員がチェックする。不安全なものがあればその場で注意し、改善させ、減点の旨を伝えてもかまわない。

（12） 全ての作業が終了した者の「実技課題」に記してある提出物を受け取ること。

（13） 製作した治具が機能するかどうか評価するために、ＪＩＳ検定用材料（ｔ９×２００×１２５－２枚　裏当有）を仮付したものを準備しておくとよい。

（14） 製作した治具を使用する場合、下記のようなくさびが必要となる。部品①から切り落とした端材を活用すると一回り小さい寸法となるが充分機能すると思われる。
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7． 実施例


下記に大まかな実施の流れを参考までに示す。
	指示事項及び要点

	「実技課題」の配付

	○
	配布資料、作業時間（開始～標準～打切り）の確認

	○
	概要、仕様、留意事項の確認

	「作業工程計画書」の作成

	○
	30分で打切り

	○
	未完成の者には作成例提示で作業へ

	○
	終了した者から作業開始してもよい

	加工作業開始

	○
	支給材料を確認させる

	○
	適宜休憩を設けてもよい

	○
	不安全作業のチェック

	○
	待ち時間が発生した場合の時間管理をし、延長時間として訓練生に伝えておく　　　

	部品加工終了時の評価

	○
	申告した者に「評価要領」「チェックシート1」を配布し評価させる

	○
	訓練生自身が実施する

	○
	評価時間は作業時間に含む

	組立・仮付作業開始

	○
	前項の評価終了後すぐに開始させてよい

	組立・仮付評価

	○
	申告した者に「チェックシート２」を配布し評価させる

	溶接作業開始

	○
	前項の評価終了後すぐに開始させてよい

	溶接・完成評価

	○
	作業終了を確認し時間を記録

	○
	配付済みの「チェックシート２」を用い評価させる

	○
	「訓練課題確認シート」を配布し、「チェックシート１・２」の得点等をまとめさせる

	○
	提出物を確認し受け取る

	標準作業時間経過の告知

	○
	待ち時間等での延長時間に個人差があるので注意

	打切り時間

	○
	待ち時間が発生した者は延長させる

	○
	全ての作業を終了させる

	○
	そこまでの評価を行わせ提出させる

	フォローアップ

	○
	放課後等の時間で完成まで行ってもよい
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